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【
著
作
権
に
つ
い
て
】 

・
著
作
権
は
す
べ
て
作
者
で
あ
る
梅
井
ゆ
え
に
帰
属
し
ま
す
。 

・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
作
品
は
無
料
で
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

・
非
公
開
で
突
破
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
の
み
、
連
絡
不
要
か
つ
無
料
で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。 

・
右
記
以
外
で
本
作
を
使
用
さ
れ
た
い
場
合
は
、
使
用
料
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
梅
井
ゆ
え
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。（M

ail:u
m

eiyu
e5

4
@

g
m

ail.co
m

） 

・
使
用
方
法
・
料
金
等
の
詳
細
は
、
梅
井
ゆ
え
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
s://scrip

t.u
m

eiyu
e.w

eb
site

）
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

         

「
ち
ゅ
う
ぶ
ら
り
ん
」 

梅
井
ゆ
え 
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【
登
場
人
物
】 

・
マ
ー
リ
エ
・
・
・
十
四
歳
（
く
ら
い
）。
一
人
っ
子
。
基
本
的
に
物
静
か
だ
が
、
負
け
ん
気
が
強
い
。
周
り
の
同

年
代
の
人
た
ち
を
見
下
し
て
い
る
。 

・
サ
ー
シ
ャ
・
・
・
二
十
二
歳
（
く
ら
い
）。
風
変
り
で
浮
世
離
れ
し
た
カ
ラ
ク
リ
人
形
作
家
。
一
人
で
暮
ら
し
て

い
る
。
一
人
称
は
「
自
分
」。 

・
ソ
フ
ィ
・
・
・
マ
ー
リ
エ
の
母
親
。 

・
人
形
達
・
・
・
四
人
（
い
・
ろ
・
は
・
に
）。
サ
ー
シ
ャ
の
作
っ
た
も
の
。
家
の
中
に
散
ら
ば
っ
て
置
か
れ
て
い

る
。
部
屋
の
カ
ラ
ク
リ
装
置
の
一
部
で
あ
り
、
装
置
を
稼
働
さ
せ
る
と
人
形
達
も
動
く
。
ま
た
、

サ
ー
シ
ャ
の
意
識
で
は
、
彼
ら
は
み
ん
な
生
き
て
い
る
。 
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時
代
も
場
所
も
不
明
確
で
あ
る
。
だ
が
、
ど
こ
か
懐
か
し
み
の
あ
る
雰
囲
気
。 

 
 

客
席
に
は
、
観
客
と
人
形
が
交
互
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

ガ
ラ
ク
タ
で
溢
れ
か
え
っ
た
小
汚
い
部
屋
。 

 
 

舞
台
中
央
に
机
と
椅
子
が
一
対
。
椅
子
は
、
玄
関
に
一
番
近
い
位
置
に
置
い
て
あ
る
。 

奥
の
壁
に
は
棚
（
コ
ロ
コ
ロ
装
置
の
よ
う
な
も
の
）
が
備
え
付
け
て
あ
り
、 

大
き
な
布
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
上
手
に
玄
関
。
下
手
に
も
他
に
部
屋
が
あ
る
。 

 

【
一
】 

一
人
っ
き
り
の
サ
ー
シ
ャ 

  
 

サ
ー
シ
ャ
が
、
自
分
の
作
っ
た
人
形
達
と
遊
ん
で
い
る
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
い
ち
、
い
ち
、
い
ち
に
い
さ
ん
、
は
い
！
」 

 

人
形
達
「
♪
カ
エ
ル
の
歌
が
、
聞
こ
え
て
く
る
よ
～
」 

一
同
「
♪
グ
ワ
、
グ
ワ
、
グ
ワ
、
グ
ワ
、
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
～
」 

 

輪
唱
に
な
る
。 

 

人
形
い
「
♪
カ
エ
ル
の
歌
が
～
、
聞
こ
え
て
く
る
よ
～
、
グ
ワ
、
グ
ワ
、
グ
ワ
、
グ
ワ
、
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
、

ク
ワ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
～
、
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
～
」 

人
形
ろ
「
♪
聞
こ
え
て
く
る
よ
～
、
グ
ワ
、
グ
ワ
、
グ
ワ
、
グ
ワ
、
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
、
ク
ワ

～
、
カ
エ
ル
の
歌
が
～
、
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
～
」 

人
形
は
「
♪
グ
ワ
、
グ
ワ
、
グ
ワ
、
グ
ワ
、
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
～
、
カ
エ
ル
の
歌
が
～
、

聞
こ
え
て
く
る
よ
～
、
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
～
」 

人
形
に
「
♪
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
～
、
カ
エ
ル
の
歌
が
～
、
聞
こ
え
て
く
る
よ
～
、
グ
ワ
、

グ
ワ
、
グ
ワ
、
グ
ワ
、
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
～
」 

サ
ー
シ
ャ
「
♪
カ
エ
ル
の
歌
が
～
、
聞
こ
え
て
く
る
よ
～
、
カ
エ
ル
の
歌
が
～
、
聞
こ
え
て
く
る
よ
～
ケ
ロ
ケ
ロ

ケ
ロ
ケ
ロ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
、
ク
ワ
～
」 

  
 

最
後
に
サ
ー
シ
ャ
だ
け
で
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
♪
カ
エ
ル
の
歌
が
～
」 

  
 

間
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
う
ー
ん
。」 

人
形
は
「
ど
う
し
た
ん
だ
い
、
サ
ー
シ
ャ
。」 

人
形
い
「
何
か
が
可
笑
し
い
ん
だ
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
何
か
が
腑
に
落
ち
な
い
ん
だ
よ
。」 

人
形
に
「
何
か
っ
て
？
」 
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人
形
ろ
「
何
か
さ
」 

サ
ー
シ
ャ
「…

…

カ
エ
ル
。」 

人
形
達
「
カ
エ
ル
！
」 

人
形
い
「
ゲ
ロ
ゲ
ロ
」 

人
形
ろ
「
グ
ワ
グ
ワ
」 

人
形
は
「
コ
ロ
コ
ロ
」 

人
形
に
「
グ
エ
グ
エ
」 

人
形
い
「
井
の
中
の
蛙
」 

人
形
ろ
「
蛇
に
睨
ま
れ
た
蛙
」 

人
形
は
「
竜
と
心
得
た
蛙
子
」 

人
形
に
「
カ
エ
ル
の
子
は
カ
エ
ル
」 

サ
ー
シ
ャ
「
カ
エ
ル
の
子
」 

人
形
達
「
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
カ
エ
ル
の
子
」 

サ
ー
シ
ャ
「
カ
エ
ル
の
子…

…

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
！
」 

 

ソ
フ
ィ
（
声
）「
サ
ー
シ
ャ
！
！
！
」 

  
 

ソ
フ
ィ
の
声
と
と
も
に
人
形
達
は
無
機
物
と
化
す
。 

 

ソ
フ
ィ
「
サ
ー
シ
ャ
！
じ
ゃ
あ
、
よ
ろ
し
く
ね
！
」 

サ
ー
シ
ャ
「
は
い
よ
ー
。
そ
ん
な
大
き
な
声
で
怒
鳴
ら
な
い
で
よ
。
耳
が
キ
ン
キ
ン
す
る
。
」 

  
 

サ
ー
シ
ャ
と
人
形
達
、
悪
だ
く
み
し
て
、
互
い
に
目
配
せ
す
る
。 

 
 

サ
ー
シ
ャ
は
、
玄
関
の
あ
た
り
に
身
を
潜
め
る
。 

 

【
二
】
マ
ー
リ
エ
の
来
訪 

 

マ
ー
リ
エ
、
ソ
フ
ィ
を
無
言
で
見
送
り
、
ひ
と
呼
吸
し
て
か
ら
家
の
中
に
入
る
。 

 

マ
ー
リ
エ
「
お
邪
魔
し
ま
す
。…

…

う
わ
ー…
…

え
、
人
形
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
わ
っ
！
」 

マ
ー
リ
エ
「
っ
わ
あ
あ
あ
！
」 

サ
ー
シ
ャ
「
あ
は
は
は
は
は
は
！
元
気
だ
ね
！
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

な
、
何
な
ん
で
す
か
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
ん
ふ
ふ
、
ま
あ
ま
あ
そ
ん
な
怒
ん
な
い
で
よ
。
そ
こ
座
っ
て
。
あ
ん
た
が
ソ
フ
ィ
の
娘
ち
ゃ
ん
だ
ね
。

名
前
は
？
」 

  
 

マ
ー
リ
エ
、
椅
子
に
座
る
。 

サ
ー
シ
ャ
、
会
話
し
な
が
ら
、
散
ら
ば
っ
た
人
形
を
隅
の
方
へ
片
づ
け
、 

そ
し
て
、
飲
み
物
や
自
分
の
椅
子
を
運
ん
で
く
る
。 
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サ
ー
シ
ャ
が
下
手
に
行
く
度
に
、
物
が
落
ち
た
り
壊
れ
た
り
す
る
音
が
聞
こ
え
る
。 

 
マ
ー
リ
エ
「『
マ
ー
リ
エ
』
で
す
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
『
マ
ー
リ
エ
』
か…

…

。『
マ
ー
リ
エ
』
、
『
マ
ー
リ
エ
』、
『
マ
ー
リ
エ
』…

…

う
ん
。
い
い
名
前
だ
、

気
に
い
っ
た
。」 

マ
ー
リ
エ
「…

…
気
に
入
る
も
何
も
、
そ
れ
が
私
の
名
前
で
す
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
？…

…
は
は
は
は
は
、
そ
り
ゃ
そ
う
だ
な
。
君
の
言
う
通
り
だ
。
ソ
フ
ィ
も
、
あ
ん
な
堅
物
な
の
に
、

綺
麗
な
名
前
つ
け
る
も
ん
だ
な
と
思
っ
て
。」 

マ
ー
リ
エ
「
私
は
名
乗
り
ま
し
た
。
次
は
、
あ
な
た
の
番
で
す
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
自
分
は
『
サ
ー
シ
ャ
』。
ソ
フ
ィ
の
従
姉
妹
だ
よ
。」 

マ
ー
リ
エ
「（
言
い
に
く
そ
う
に
）
サ
ー
シ
ャ
、
さ
ん
。」 

サ
ー
シ
ャ
「『
サ
ー
シ
ャ
』
で
い
い
よ
。
何
だ
い
、
そ
の
も
の
言
い
た
げ
な
目
は
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
本
当
に
親
戚
な
ん
で
す
か
？
あ
な
た
が
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
ま
あ
ね
。」 

マ
ー
リ
エ
「
だ
っ
て
、
見
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。
叔
母
さ
ん
の
結
婚
式
に
も
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
葬
式
に
だ

っ
て
、
来
て
な
か
っ
た
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
そ
れ
は…

…

そ
う
い
う
人
が
多
い
と
こ
が
嫌
い
な
ん
だ
よ
。
そ
れ
に
、
こ
の
山
を
下
り
る
の
も
大
変

だ
ろ
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
そ
う
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
ま
あ
長
く
生
き
て
た
ら
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
よ
。」 

マ
ー
リ
エ
「
そ
ん
な
に
年
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
け
ど
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
は
は
は
。
ま
、
楽
に
し
て
よ
。
ど
う
せ
迎
え
が
来
る
ま
で
、
こ
こ
に
二
人
っ
き
り
だ
。
あ
、
あ
と
、

そ
の
『
ま
す
』
と
か
『
で
す
』
と
か
っ
て
言
う
の
も
や
め
て
よ
。
名
前
の
後
の
『
さ
ん
』
も
い
ら
な
い
。

『
そ
ん
な
に
年
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
』
ん
な
ら
さ
。
」 

マ
ー
リ
エ
「
サ
ー
シ
ャ
さ…

…

サ
ー
シ
ャ
は
、
い
く
つ
な
ん…

…

な
の
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
ト
ッ
プ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
。」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

。」 

サ
ー
シ
ャ
「
別
に
、
年
を
重
ね
る
ほ
ど
、
偉
く
な
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
？
楽
に
し
て
。
」 

 

【
三
】
二
人
っ
き
り 

 

サ
ー
シ
ャ
、
最
後
に
お
菓
子
を
取
り
出
し
て
く
る
。 

そ
し
て
、
マ
ー
リ
エ
の
対
角
線
上
に
座
っ
て
、
微
笑
み
な
が
ら
無
言
で
マ
ー
リ
エ
を
凝
視
す
る
。 

 

マ
ー
リ
エ
「…

…

な
、
な
ん
で
す
か
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
何
を
す
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
。」 

マ
ー
リ
エ
「
何
も
な
い
な
ら
、
こ
っ
ち
見
な
い
で
。」 

  
 

マ
ー
リ
エ
、
自
分
の
鞄
か
ら
本
を
取
り
出
し
、
読
み
始
め
る
。 
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サ
ー
シ
ャ
「
ね
、
カ
エ
ル
と
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
、
ど
っ
ち
が
好
き
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

ど
っ
ち
も
嫌
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
な
ん
で
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
気
持
ち
悪
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「（
笑
っ
て
）
あ
え
て
言
う
な
ら
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…
…
…

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
ど
う
し
て
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

飛
ん
で
こ
な
い
か
ら
。」 

  
 

サ
ー
シ
ャ
、
上
機
嫌
に
笑
う
。 

 

マ
ー
リ
エ
「…

…

。」 

サ
ー
シ
ャ
「…

…

。
ね
え
、
そ
れ
、
な
ん
て
本
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

ん
。」 

  
 

マ
ー
リ
エ
、
サ
ー
シ
ャ
に
本
の
背
表
紙
を
見
せ
つ
け
る
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
難
し
そ
う
な
名
前
。
ど
ん
な
本
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

ま
だ
読
み
始
め
た
ば
っ
か
り
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
そ
っ
か
。
本
読
む
の
好
き
な
の
？
面
白
い
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

た
い
て
い
は
そ
ん
な
に
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
じ
ゃ
あ
ど
う
し
て
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

他
の
事
や
る
よ
り
は
ま
し
。」 

サ
ー
シ
ャ
「（
笑
っ
て
）
何
そ
れ
。
お
か
し
い
理
由
。」 

  
 

マ
ー
リ
エ
、
い
き
な
り
顔
を
上
げ
る
。 

 

マ
ー
リ
エ
「
し
つ
こ
い
人
を
追
い
払
う
た
め
。」 

  
 

マ
ー
リ
エ
、
ま
た
す
ぐ
に
本
に
集
中
す
る
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
お
お
、
こ
わ
。…

…

ソ
フ
ィ
も
本
が
好
き
だ
っ
た
よ
。
家
に
も
本
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
だ
ろ
。
自
分
が

思
う
に
マ
ー
リ
エ
が
持
っ
て
い
る
そ
の
本
も
家
の
本
棚
に
あ
っ
た
物
だ
ろ
う
。
い
か
に
も
ソ
フ
ィ
が

好
き
そ
う
だ
。
マ
ー
リ
エ
は
、
ソ
フ
ィ
に
そ
っ
く
り
だ
ね
。」 

  
 

マ
ー
リ
エ
、
本
を
テ
ー
ブ
ル
に
叩
き
つ
け
る
。 

 

マ
ー
リ
エ
「
あ
の
人
と
一
緒
に
し
な
い
で
ほ
し
い
ん
だ
け
ど
。」 

  
 

マ
ー
リ
エ
、
本
を
鞄
に
し
ま
う
。 
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サ
ー
シ
ャ
「
読
書
は
終
わ
り
か
い
？
も
う
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
気
分
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
な
る
ほ
ど
、
気
分
、
ね
？
は
は
は
。」 

マ
ー
リ
エ
「
笑
わ
な
い
で
。
サ
ー
シ
ャ
の
せ
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
な
ん
だ
い
、
そ
ん
な
に
ソ
フ
ィ
の
こ
と
が
嫌
い
か
い
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

。」 

  
 

間
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
ん
ー…

…

悪
か
っ
た
。
悪
か
っ
た
よ
。
で
も
さ
、
せ
っ
か
く
二
人
な
ん
だ
か
ら
さ
、
話
を
し
よ
う
よ
。」 

マ
ー
リ
エ
「
話
っ
て…

…

。」 

サ
ー
シ
ャ
「
本
当
に
、
こ
こ
に
人
が
来
る
な
ん
て
、
滅
多
に
な
い
か
ら
さ
。
久
々
に
人
と
喋
れ
て
嬉
し
い
ん
だ
よ
。」 

マ
ー
リ
エ
「
つ
い
さ
っ
き
人
が
多
い
と
こ
ろ
が
嫌
い
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
、
人
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
う
ー
ん
、
た
く
さ
ん
人
が
い
る
と
こ
ろ
と
さ
、
こ
う
や
っ
て
一
対
一
で
話
す
の
と
は
、
全
然
違
う
よ
。

そ
れ
に
さ
、
マ
ー
リ
エ
は
違
う
よ
。
他
の
大
人
た
ち
と
は
違
う
。」 

マ
ー
リ
エ
「
サ
ー
シ
ャ
は
、
大
人
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
そ
れ
は
ど
う
か
な
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
は
ぁ…

…

。」 

サ
ー
シ
ャ
「
せ
っ
か
く
二
人
な
ん
だ
し
、
何
か
し
て
遊
ぼ
う
よ
。」 

マ
ー
リ
エ
「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「（
意
気
揚
々
と
し
た
調
子
で
）
道
具
が
な
い
か
ら
、
一
緒
に
作
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
く
ち
ゃ
な
ら
な

い
け
ど
、
何
が
し
た
い
？
自
分
、
手
先
が
器
用
だ
か
ら
、
何
で
も
作
れ
る
よ
。」 

マ
ー
リ
エ
「
待
っ
て…

…

嫌
な
ん
だ
け
ど
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
え
ー
。
じ
ゃ
あ
何
か
他
の
案
は
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
人
と
遊
ば
な
い
か
ら
、
遊
び
と
か
知
ら
な
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
じ
ゃ
あ
、『
あ
っ
ち
向
い
て
ホ
イ
』
を
し
よ
う
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
え
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
知
ら
な
い
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
知
っ
て
る
け
ど
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
な
ら
さ
」 

マ
ー
リ
エ
「
子
供
っ
ぽ
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
ま
あ
ま
あ
、
他
に
や
る
こ
と
無
い
ん
だ
し
。
五
回
勝
負
ね
。
」 

マ
ー
リ
エ
「
え
、
多
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
最
初
は
グ
ー
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ホ
イ
。
あ
っ
ち
向
い
て
ホ
イ
。
」 

  
 

五
回
「
あ
っ
ち
向
い
て
ホ
イ
」
を
す
る
。 

サ
ー
シ
ャ
は
、
勝
て
ば
力
一
杯
喜
び
、
負
け
れ
ば
滅
茶
苦
茶
に
悔
し
が
る
。 

 
 

マ
ー
リ
エ
は
、
勝
っ
て
も
負
け
て
も
、
あ
ま
り
感
情
を
表
に
出
さ
な
い
。 
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マ
ー
リ
エ
「
子
供
っ
ぽ
い
。…

…

。
も
う
気
が
済
ん
だ
で
し
ょ
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
子
供
っ
ぽ
い
、
ね…

…

。」 
マ
ー
リ
エ
「
は
あ
。
本
を
読
む
か
ら
、
邪
魔
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
ん
ー
わ
か
っ
た
よ…

…

。」 

  
 

マ
ー
リ
エ
、
椅
子
に
腰
か
け
、
黙
々
と
読
書
を
始
め
る
。 

 
 

サ
ー
シ
ャ
は
、
大
人
し
く
、
人
形
を
構
っ
た
り
掃
除
し
た
り
、
一
人
で
作
業
を
す
る
。 

 
 

本
を
め
く
る
音
。
時
計
の
音
。 

 

【
四
】
雷
鳴 

 
 

マ
ー
リ
エ
、
ふ
と
顔
を
上
げ
る
。 

 

マ
ー
リ
エ
「
ね
ぇ…

…

。」 

  
 

サ
ー
シ
ャ
は
い
じ
け
て
い
る
。 

 

マ
ー
リ
エ
「
ね
ぇ
っ
て
ば
。」 

サ
ー
シ
ャ
「…

…

な
ぁ
に
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

お
手
洗
い
は
ど
こ
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
ト
イ
レ
だ
っ
た
ら
こ
の
部
屋
の
隣
だ
よ
。
ほ
ら
。
玄
関
の
横
に
廊
下
が
あ
る
。…

…

で
し
ょ
。」 

マ
ー
リ
エ
「
あ
り
が
と
。」 

  
 

マ
ー
リ
エ
、
ト
イ
レ
の
方
へ
向
か
う
。 

 
 

サ
ー
シ
ャ
、
悪
戯
を
企
み
、
椅
子
か
ら
こ
っ
そ
り
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
。 

 
 

マ
ー
リ
エ
、
サ
ー
シ
ャ
の
企
み
に
気
付
き
、
振
り
向
く
。 

 

マ
ー
リ
エ
「
私
の
物
に
、
絶
対
に
触
ら
な
い
で
！
」 

サ
ー
シ
ャ
「
わ
か
っ
た
よ
。」 

  
 

サ
ー
シ
ャ
、
大
人
し
く
自
分
の
椅
子
に
座
る
。 

 
 

マ
ー
リ
エ
、
退
場
。
ト
イ
レ
の
ド
ア
を
閉
め
る
音
。 

 
 

サ
ー
シ
ャ
、
意
気
揚
々
と
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
。 

 
 

人
形
達
も
動
き
出
す
。 

そ
し
て
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
ブ
ー
ブ
ー
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
出
し
、 

マ
ー
リ
エ
の
座
っ
て
い
た
椅
子
に
設
置
す
る
。 

 

 
 

ト
イ
レ
の
水
を
流
す
音
。 

 
 

サ
ー
シ
ャ
と
人
形
達
、
居
住
ま
い
を
正
す
。 

 
 

マ
ー
リ
エ
が
戻
っ
て
く
る
。 
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「
ブ
ー
ー
ー
ー
ー
！
」
と
、
ブ
ー
ブ
ー
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
音
が
鳴
り
響
く
。 

 
サ
ー
シ
ャ
と
人
形
達
「
あ
は
は
は
は
は
は
は
は
！
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

。」 

  
 

マ
ー
リ
エ
の
怒
り
が
最
高
潮
に
。 

 

マ
ー
リ
エ
「…

…

な
に
こ
れ
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
ふ
ふ
ふ…

…

ブ
ー
ブ
ー
ク
ッ
シ
ョ
ン
。」 

マ
ー
リ
エ
「
そ
う
じ
ゃ
な
い
。…

…
私
の
物
に
触
ら
な
い
で
っ
て
言
っ
た
ん
だ
け
ど
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
触
っ
て
な
い
よ
、
マ
ー
リ
エ
の
バ
ッ
グ
に
も
、
ソ
フ
ィ
の
本
に
も
。」 

マ
ー
リ
エ
「
じ
ゃ
あ
こ
れ
は
何
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
ブ
ー
ブ
ー
ク
ッ
シ
ョ
ン
。」 

マ
ー
リ
エ
「
だ
か
ら
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
な
ん
で
私
の
椅
子
に
こ
れ
が
置
い
て
あ
る
の
！
」 

サ
ー
シ
ャ
「
だ
っ
て
、
そ
れ
は
自
分
の
椅
子
だ
か
ら
。
今
日
は
マ
ー
リ
エ
が
使
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
の
椅
子
の

持
ち
主
は
自
分
だ
よ
。」 

マ
ー
リ
エ
「
屁
理
屈
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
賢
い
と
も
言
う
。」 

マ
ー
リ
エ
「
揚
げ
足
取
り
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
視
野
が
広
い
。」 

マ
ー
リ
エ
「
身
勝
手
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
自
由
な
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
。」 

マ
ー
リ
エ
「
空
気
的
に
わ
か
る
で
し
ょ
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
空
気
は
読
め
て
も
、
必
ず
し
も
そ
の
流
れ
に
従
う
と
は
限
ら
な
い
。」 

マ
ー
リ
エ
「
へ
そ
曲
が
り
。
子
ど
も
っ
ぽ
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
子
供
ね
え…

…

。」 

マ
ー
リ
エ
「
サ
ー
シ
ャ
は
大
人
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
年
増
な
子
ど
も
。」 

サ
ー
シ
ャ
「…

…

。」 

マ
ー
リ
エ
「
人
の
気
持
ち
と
か
考
え
ず
に
、
好
き
放
題
し
て
。
本
当
迷
惑
。」 

サ
ー
シ
ャ
「…

…

。」 

マ
ー
リ
エ
「
子
ど
も
に
『
子
ど
も
』
っ
て
言
わ
れ
て
悔
し
く
な
い
の
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
子
ど
も
で
、
何
が
悪
い
ん
だ
い
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
え
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
マ
ー
リ
エ
が
思
う
子
ど
も
っ
て
ど
ん
な
だ
い
？
マ
ー
リ
エ
は
子
ど
も
な
の
か
い
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
え
、
え
っ
と…

…

。」 

サ
ー
シ
ャ
「
じ
ゃ
あ
、
逆
に
聞
こ
う
。
マ
ー
リ
エ
に
と
っ
て
、『
大
人
と
は
』
ど
う
い
っ
た
も
の
だ
い
？
マ
ー
リ
エ

は
さ
、『
大
人
』
っ
て
何
だ
と
思
う
。」 

マ
ー
リ
エ
「
え
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
ど
ん
な
人
が
『
大
人
だ
』
っ
て
言
え
る
と
思
う
？
」 
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【
五
】
カ
ラ
ク
リ
の
館 

 

サ
ー
シ
ャ
、
お
も
む
ろ
に
奥
の
壁
際
に
行
き
、
壁
を
覆
う
布
を
引
き
剝
が
す
。 

 
 

カ
ラ
ク
リ
装
置
と
人
形
達
が
現
れ
る
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
自
分
は
ね
、
こ
の
家
で
、
一
人
っ
き
り
で
生
活
し
て
い
る
。
毎
日
毎
日
、
一
人
で
、
人
形
を
作
り
続

け
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
自
分
の
子
ど
も
み
た
い
に
可
愛
い
人
形
達
を
売
っ
て
、
生
き
て
い
る
。
こ

こ
は
、
誰
も
寄
り
付
か
な
い
森
だ
か
ら
ね
、
ず
っ
と
一
人
っ
き
り
さ
。
最
近
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
こ
と

を
思
い
つ
い
て
ね
。
人
形
作
り
に
も
慣
れ
て
き
た
か
ら
。
家
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
わ
け
さ
。
勿
論
、
そ

こ
ら
の
家
じ
ゃ
な
い
。
カ
ラ
ク
リ
仕
掛
け
の
家
さ
。」 

  
 

サ
ー
シ
ャ
、
装
置
を
稼
働
さ
せ
る
。 

 
 

歯
車
の
噛
み
合
う
音
と
モ
ー
タ
ー
音
が
響
き
渡
る
。 

 
 

同
時
に
、
不
穏
な
音
楽
。 

 

マ
ー
リ
エ
「
え
！
え
？
大
丈
夫
な
の
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
大
丈
夫
大
丈
夫
。
自
分
か
こ
こ
に
居
る
の
が
証
拠
さ
。」 

  
 

サ
ー
シ
ャ
、
椅
子
に
座
る
。 

 
 

マ
ー
リ
エ
は
、
落
ち
着
か
な
い
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
さ
ぁ
、
話
の
続
き
を
し
よ
う
。」 

  
 

天
井
か
ら
少
し
埃
が
降
っ
て
く
る
。 

 

マ
ー
リ
エ
「
え
？
大
丈
夫
な
の
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
で
、
マ
ー
リ
エ
が
思
う
『
大
人
』
っ
て
ど
ん
な
人
。」 

  
 

マ
ー
リ
エ
、
渋
々
口
を
開
く
。 

 

マ
ー
リ
エ
「
ま
ず
、
十
八
歳
以
上
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
そ
れ
は
、
選
挙
に
行
く
年
齢
だ
。」 

マ
ー
リ
エ
「
じ
ゃ
あ
、
二
十
歳
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
そ
れ
は
、
法
律
で
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
マ
ー
リ
エ
の
考
え
た
答
え
で
は
な
い
よ
ね
。
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

。
体
が
大
き
い
人
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
年
を
重
ね
て
も
体
が
小
さ
い
ま
ま
の
人
も
い
る
し
、
幼
く
て
も
大
き
い
人
も
い
る
よ
。」 

マ
ー
リ
エ
「…
…

。」 

 

間
。 
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マ
ー
リ
エ
「
ぇ…

…
…
…

ち
ゃ
ん
と
仕
事
し
て
て
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
て
な
く
て…

…

」 

サ
ー
シ
ャ
「
ち
ゃ
ん
と
仕
事
し
て
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
毎
日
仕
事
を
す
る
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
じ
ゃ
あ
、
迷
惑
を
か
け
な
い
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
誰
の
助
け
も
求
め
ず
に
、
一
人
で
生
き
て
い
け
る
こ
と
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
誰
の
助
け
も
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
う
ん
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
そ
ん
な
人
間
が
こ
の
世
界
に
い
る
と
思
う
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

。」 

  
 

時
折
、
天
井
や
舞
台
奥
の
装
置
か
ら
大
き
な
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

 
 

さ
ら
に
人
形
達
も
怪
し
く
動
く
、
マ
ー
リ
エ
の
行
く
手
を
阻
む
。 

 
 

マ
ー
リ
エ
は
、
恐
怖
し
叫
ぶ
。 

 

サ
ー
シ
ャ
、
笑
っ
て
い
る
。 

  
 

だ
ん
だ
ん
カ
ラ
ク
リ
装
置
の
音
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
。 

 

マ
ー
リ
エ
「
何
笑
っ
て
る
の
！
」 

サ
ー
シ
ャ
「
マ
ー
リ
エ
の
お
母
さ
ん
は
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
え
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
マ
ー
リ
エ
の
お
母
さ
ん
、
ソ
フ
ィ
は
『
大
人
』
か
い
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

。」 

  
 

間
。
カ
ラ
ク
リ
の
音
も
一
瞬
止
ま
る
。 

 

マ
ー
リ
エ
「
わ
か
ら
な
い
！
」 

  
 

次
の
瞬
間
、
天
井
か
ら
、
埃
と
と
も
に
紐
に
夥
し
い
数
の
吊
る
さ
れ
た
人
形
が
降
っ
て
く
る
。 

 
 

マ
ー
リ
エ
、
悲
鳴
を
上
げ
て
身
を
守
ろ
う
と
す
る
。 

 
 

サ
ー
シ
ャ
だ
け
が
平
然
と
立
ち
、
静
か
に
笑
っ
て
い
る
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
自
分
は
ね
、
ち
ゅ
う
ぶ
ら
り
ん
だ
と
思
う
ん
だ
。」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

。」 

  
 

人
形
達
、
眉
間
を
糸
で
吊
る
さ
れ
る
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
っ
て
い
く
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
『
大
人
』
も
、『
子
ど
も
』
も
、
端
っ
か
ら
な
い
ん
だ
と
思
う
。
じ
ゃ
あ
、
み
ん
な
の
言
う
『
大
人
』

や
『
子
ど
も
』
っ
て
言
う
の
も
の
は
、
い
っ
た
い
何
だ
い
、
だ
っ
て
？
そ
り
ゃ
あ
、
自
身
の
思
う
『
理

想
の
人
間
』
と
『
そ
の
理
想
に
届
か
な
い
自
分
』
が
在
る
だ
け
さ
。
理
想
的
な
人
間
を
『
大
人
』
と
言
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い
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
『
子
ど
も
』
と
言
う
。
誰
一
人
と
し
て
、『
大
人
』
に
は
な
れ
な
い
。
な
ん
て

言
っ
た
っ
て
『
大
人
』
は
『
理
想
』
だ
か
ら
ね
。
今
の
自
分
よ
り
、
よ
り
完
璧
な
自
分
が
『
大
人
』
な

ん
だ
。」 

人
形
い
「
わ
た
し
は
大
人
だ
！
」 

サ
ー
シ
ャ
「
そ
う
だ
な
ぁ
、
あ
え
て
言
う
と
す
る
な
ら
、
こ
の
吊
る
さ
れ
た
人
形
の
状
態
が
『
大
人
』
か
な
？
」 

人
形
ろ
「
大
人
っ
て
な
ん
だ
？
」 

人
形
は
「
理
想
的
な
人
間
に
な
り
た
い
！
」 

人
形
に
「
も
っ
と
大
人
に
な
り
た
い
。」 

人
形
達
「
も
っ
と
な
り
た
い
自
分
に
近
づ
き
た
い
！
」 

サ
ー
シ
ャ
「
こ
の
糸
の
上
、
ず
っ
と
上
に
自
分
の
思
う
大
人
が
い
る
ん
だ
。
あ
あ
な
り
た
い
、
こ
う
な
り
た
い
、

っ
て
思
い
が
糸
に
な
る
。
自
身
の
努
力
次
第
で
こ
の
糸
は
、
短
く
な
る
こ
と
も
、
長
く
な
る
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。」 

 

サ
ー
シ
ャ
、
お
も
む
ろ
に
鋏
を
手
に
す
る
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
で
も
、
き
っ
と
一
番
上
に
届
く
こ
と
は
な
い
。
人
間
は
、
貪
欲
だ
か
ら
ね
。
た
と
え
糸
を
短
く
で
き

て
も
、
ま
た
す
ぐ
に
自
分
で
そ
の
糸
を
長
く
し
て
し
ま
う
。
ず
っ
と
ち
ゅ
う
ぶ
ら
り
ん
な
ん
だ
。」 

  
 

サ
ー
シ
ャ
、
人
形
を
吊
る
す
糸
の
一
本
を
、
鋏
で
切
る
。
鋏
の
音
。
人
形
の
落
ち
た
音
。 

 

人
形
い
「
ワ
タ
シ
は
、
大
人
だ
。」 

人
形
ろ
「
オ
レ
は
、
大
人
だ
。」 

人
形
は
「
ア
タ
シ
は
、
大
人
だ
。」 

人
形
に
「
ボ
ク
は
、
大
人
だ
。」 

  
 

人
形
達
、
口
々
に
述
べ
た
そ
ば
か
ら
、
糸
が
切
れ
た
よ
う
に
倒
れ
て
い
く
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
自
分
は
大
人
と
い
う
や
つ
は
、
大
人
じ
ゃ
な
い
。
そ
ん
な
の
理
想
の
な
い
、
欲
望
の
な
い
、
冷
え
切

っ
た
傀
儡
だ
よ
。」 

  
 

サ
ー
シ
ャ
、
落
ち
た
人
形
を
拾
い
上
げ
る
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
痛
か
っ
た
ね
。
一
度
、
切
れ
て
し
ま
っ
て
も
大
丈
夫
。
ま
た
、
結
び
直
せ
ば
い
い
だ
け
さ
。」 

  
 

サ
ー
シ
ャ
、
切
っ
た
糸
を
結
び
直
す
。 

 
 

そ
れ
と
同
時
に
、
人
形
達
も
ま
た
立
ち
上
が
っ
て
い
く
。 

 

【
六
】
カ
エ
ル
と
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ 

 

サ
ー
シ
ャ
「
さ
、
マ
ー
リ
エ
、
椅
子
に
座
り
な
よ
。
も
う
こ
れ
以
上
落
ち
て
く
る
も
の
は
、
な
い
か
ら
さ
。
」 
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マ
ー
リ
エ
、
ゆ
っ
く
り
と
椅
子
に
座
る
。 

 
 

人
形
達
が
揺
れ
て
い
る
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
マ
ー
リ
エ
は
さ
、
マ
ー
リ
エ
自
身
を
子
ど
も
だ
と
思
う
か
い
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…
わ
か
ん
な
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
ソ
フ
ィ
は
、
マ
ー
リ
エ
の
こ
と
を
ど
う
い
う
の
？
」 

マ
ー
リ
エ
「『
大
人
な
ん
だ
か
ら
』
と
も
い
う
し
、『
子
ど
も
の
く
せ
に
』
と
も
い
う
。
あ
の
人
は
『
大
人
』
な
の

に
、
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
私
を
『
大
人
』
に
し
た
り
『
子
ど
も
』
に
し
た
り
し
て
、『
子
ど
も
』

み
た
い
。
だ
か
ら
、
気
持
ち
悪
い
。
嫌
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「…

…

。」 

マ
ー
リ
エ
「
で
も
私
も
、『
も
う
大
人
だ
か
ら
』
と
思
っ
た
り
、『
ま
だ
子
ど
も
な
ん
だ
し
』
と
も
思
っ
た
り
す
る
。」 

サ
ー
シ
ャ
「…

…

。」 

マ
ー
リ
エ
「
気
持
ち
悪
い
の
。
大
人
で
も
、
子
ど
も
で
も
、
ど
っ
ち
で
も
あ
っ
て
、
ど
っ
ち
で
も
な
い
自
分
が
、

気
持
ち
悪
い
の
。
ど
っ
ち
と
で
も
言
う
周
り
が
、
気
持
ち
悪
い
の
。」 

サ
ー
シ
ャ
「…

…

。」 

マ
ー
リ
エ
「…

…

だ
か
ら
、
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
る
の
か
も
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
マ
ー
リ
エ
は
、『
子
ど
も
』
と
『
大
人
』、
ど
っ
ち
で
い
た
い
の
。」 

マ
ー
リ
エ
「『
子
ど
も
』
で
は
い
た
く
な
い
け
ど
、『
大
人
』
み
た
い
に
、
あ
の
人
み
た
い
に
な
り
た
く
な
い
。…

…

ど
っ
ち
も
嫌
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
な
ん
で
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
気
持
ち
悪
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
あ
え
て
言
う
な
ら
？
」 

マ
ー
リ
エ
「…

…
…
…

。」 

サ
ー
シ
ャ
「
カ
エ
ル
と
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
。」 

マ
ー
リ
エ
「
え
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
、
い
つ
か
カ
エ
ル
に
な
る
。」 

マ
ー
リ
エ
「
え
？…

…

う
ん
。」 

人
形
い
「
ど
う
や
っ
て
？
」 

人
形
ろ
「
ど
う
っ
や
て
？
」 

人
形
は
「
卵
が
？
」 

人
形
に
「
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
に
。」 

人
形
い
「
そ
れ
で
？
」 

人
形
ろ
「
足
が
生
え
る
。」 

人
形
は
「
手
が
生
え
る
」 

人
形
に
「
尻
尾
が
と
れ
て
。」 

マ
ー
リ
エ
「
カ
エ
ル
に
な
る
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
足
が
生
え
た
ら
カ
エ
ル
か
い
？
」 

人
形
ろ
「
え
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
手
が
生
え
た
ら
、
カ
エ
ル
か
い
？
」 
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人
形
は
「
え
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
尻
尾
が
と
れ
た
ら
カ
エ
ル
か
い
？
」 

人
形
に
「
え
？
」 

人
形
い
「
ど
こ
か
ら
だ
い
？
」 

人
形
ろ
「
わ
か
ら
な
い
。」 

人
形
は
「
わ
か
ら
な
い
。」 

人
形
に
「
わ
か
ら
な
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
カ
エ
ル
は
、
自
分
の
子
ど
も
が
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
い
？
自
分
が
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
い
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
分
か
る
わ
け
な
い
。」 

サ
ー
シ
ャ
「
ま
さ
に
、
カ
エ
ル
の
み
ぞ
知
る
世
界
だ
。」 

マ
ー
リ
エ
「
で
も
、
カ
エ
ル
達
も
、
自
分
で
は
わ
か
ら
な
い
の
か
も
。」 

  
 

人
形
達
が
『
カ
エ
ル
の
歌
』
を
歌
い
始
め
る
。 

 

【
七
】
歌
う
の
は
、
カ
エ
ル
か
？ 

 

サ
ー
シ
ャ
「
お
っ
と
、
も
う
こ
ん
な
時
間
か
。
昼
ご
は
ん
の
用
意
を
し
な
く
ち
ゃ…

…

と
。
掃
除
、
手
伝
っ
て
く

れ
る
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
え
ー
、
こ
れ
を
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
埃
っ
ぽ
い
中
で
食
べ
た
く
な
い
だ
ろ
う
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
は
ー
い
。」 

  
 

二
人
、
掃
除
を
始
め
る
。 

 
 

サ
ー
シ
ャ
、
箒
と
塵
取
り
を
マ
ー
リ
エ
に
渡
す
。 

 

サ
ー
シ
ャ
「
カ
エ
ル
の
歌
。
歌
う
の
は
、
カ
エ
ル
だ
け
か
な
？
」 

マ
ー
リ
エ
「
ん
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
自
分
は
ね
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
だ
っ
て
、
歌
っ
て
い
い
と
思
う
ん
だ
。
足
が
生
え
て
た
っ
て
、
腕
が

生
え
て
た
っ
て
、
尻
尾
が
付
い
て
た
っ
て
、
歌
っ
て
い
い
と
思
う
ん
だ
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
歌
は
、

カ
エ
ル
の
歌
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
歌
っ
て
て
い
い
と
思
う
ん
だ
。
」 

マ
ー
リ
エ
「
み
ん
な
、
同
じ
生
き
物
だ
か
ら
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
少
し
堅
苦
し
い
け
ど
、
そ
ん
な
感
じ
。
マ
ー
リ
エ
も
も
っ
と
歌
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
い
？
マ
ー

リ
エ
の
思
う
、
理
想
の
カ
エ
ル
の
歌
を
。
そ
れ
は
、
周
り
が
思
う
マ
ー
リ
エ
と
は
、
違
う
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、
マ
ー
リ
エ
が
歌
う
こ
と
は
マ
ー
リ
エ
自
身
し
か
、
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
分
の
好

き
な
歌
は
、
自
分
に
し
か
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
思
う
理
想
の
自
分
を
見
つ
め
て
、
一
心
不
乱
に
歌
っ

た
ら
い
い
。」 

マ
ー
リ
エ
「
う
ー
ん…

…

自
分
の
好
き
な
よ
う
に
振
る
舞
え
っ
て
こ
と
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
あ
あ
。
子
供
ら
し
く
と
か
、
大
人
ら
し
く
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
だ
っ
て
い
い
ん
だ
よ
。
結
局
、

一
人
ひ
と
り
、
思
い
描
く
も
の
は
み
ん
な
違
う
ん
だ
も
ん
。
マ
ー
リ
エ
が
、
良
い
っ
て
思
え
る
こ
と
を
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す
れ
ば
い
い
と
思
う
よ
。」 

マ
ー
リ
エ
「
分
か
る
よ
う
な
、
分
か
ら
な
い
よ
う
な
？
」 

サ
ー
シ
ャ
「
ち
ゅ
う
ぶ
ら
り
ん
だ
ね
。」 

マ
ー
リ
エ
「
ち
ゅ
う
ぶ
ら
り
ん
。」 

 

人
形
達
と
サ
ー
シ
ャ
と
マ
ー
リ
エ
、
口
々
に
「
ち
ゅ
う
ぶ
ら
り
ん
。」
と
つ
ぶ
や
く
。 

 

（
終
わ
り
） 

                       

 

【
著
作
権
に
つ
い
て
】 

・
著
作
権
は
す
べ
て
作
者
で
あ
る
梅
井
ゆ
え
に
帰
属
し
ま
す
。 

・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
作
品
は
無
料
で
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

・
非
公
開
で
突
破
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
の
み
、
連
絡
不
要
か
つ
無
料
で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。 

・
右
記
以
外
で
本
作
を
使
用
さ
れ
た
い
場
合
は
、
使
用
料
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
梅
井
ゆ
え
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。（M

ail:u
m

eiyu
e5

4
@

g
m

ail.co
m

） 

・
使
用
方
法
・
料
金
等
の
詳
細
は
、
梅
井
ゆ
え
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
s://scrip

t.u
m

eiyu
e.w

eb
site

）
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 


